平成３１年度　　　　桂川小学校　学校経営の基本構想　　　　　学校教育目標　　
自ら考え，判断し，行動する子の育成
～自己決定する力，自他の存在を大切にする心，共感的な人間関係で支え合う仲間～
目指す子ども像
　　　　　　感謝する子，感謝される子
　　　　　　つよく，しなやかな心と体の子
　　　　　　らしさを認め，つながりを大切にする子
　　　　　　学習に進んで取り組む子
　　　　　　わかるように自分の言葉で伝え合う子
〇京都市の目指す子ども像
　　伝統文化を受け継ぎ
次代と自らの未来を創造する子ども
〇京都市の学校教育において重視する視点
子どもの主体性と社会性の育成を目指し
「自ら学ぶ力」と「自ら律する力」を学校全体の教育活動の中で高める












学校経営方針
『すべては桂川の子どものために』を合言葉に，次代と自らの未来を創造する か つ ら が わ の子どもの育成に向けて全教職員が進むべき方向を共有し，以下の項目を方針として，一丸となって子どもたちの指導と共通実践をめざす。
・全ての教育活動と学校教育目標，めざす子ども像とを関連付け，授業場面を通して子どもたちを育てる。
・学力を保障することが人権を保障することにつながり，だれ一人取り残さない学習指導を展開する。
・学校の特性を生かして「みんなで学ぶ」ことの素晴らしさも実感させる。
・子どもの心に寄り添い，「思い」を引き出し，自主性や積極性へとつないでく。
・ぶれない指導を徹底するために，桂川スタンダード・学校のきまりなどを意識し，最高学年を見本とする学校体制を築く。
・保護者の願いや思いを十分に聞く。
・学力調査等の各種データに基づき，育てたい資質・能力につなげていく。







保護者（家庭）
◇授業参観・懇談会　　◇学校行事
◇家庭教育講座　　　　◇学校評価
◇学校だより　　　　　◇学校ホームページ
学校運営協議会（地域）
◇放課後まなび教室部会　　◇学校安全部会
◇緑のボランティア部会　　◇スポーツ部会　　　　
◇ふれあい体験活動部会　　◇図書館活動部会




わかるように自分の
言葉で伝え合う子
◇対話的で深い学びの展開
◇言語活動の充実
◇学校図書館の活用
わ
学習に進んで取り組む子

◇自ら学びに向かう力
◇論理的思考にむすびつく学習活動
◇せせらぎタイムの活用
◇主体的な学びにつながる自学自習の習慣化
が
らしさを認め
つながりを大切にする子
◇支援を必要とする子どどもの理解と支援の在り方
◇いじめが起きない学級経営と学校作り
ら
感謝する子
感謝される子
◇あいさつ日本一の取組
◇「道徳」の実践の積み重ね
◇体験活動の充実

つよく，しなやかな
心と体の子
◇基本的生活習慣の確立
◇規範意識・自尊感情の育成
◇体力の向上を目指した取組
◇子どもの命を守りきる指導の徹底
つ
か
目指す学校像
　次代を見据え，子どもを育むための具体的で効果的な取組がある学校
『取組なきところに成果なし』
目指す教職員像
◇働きやすい職場を作り，働き方改革を進める教職員
◇「想像力」と「創造力」をもつ教職員
◇子どもの「見本」となる教職員
◇常に子どもの気持ちに寄り添える教職員
◇「チーム桂川」を目指す教職員
◇気持の良い環境づくりをめざす教職員
◇当事者意識をもつ教職員

